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平成 30 年北海道胆振東部地震による当社グループへの影響に関するお知らせ(第２報) 

 

 

平成30年北海道胆振東部地震により被災された皆様には、心よりお見舞い申し上げます。 

 

当社グループの苫小牧発電所（北海道苫小牧市字弁天504-4)は、2018年９月６日に発生した平成30年北

海道胆振東部地震の影響により発電を停止しました（2018年９月６日「北海道胆振地方中東部の地震によ

る当社グループへの影響に関するお知らせ」にてお知らせ済み）。 

その後、発電設備各所の点検、蒸気タービン並びに発電機の分解点検等を実施してまいりましたが、被

害の状況、復旧時期の見通しについての概要が判明しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 被害の状況 

発電所の主要設備であり、運転再開時期に対する影響が大きい蒸気タービン及び発電機について損

傷を確認いたしました。そのため、メーカーへ持込み損傷の程度、修復にかかる期間及びコスト等詳

細な点検を実施してまいりました。その結果、蒸気タービン・発電機ともに一部の部品について交換

が必要であり、さらにオーダー品であることから相当の期間を要することが判明いたしました。その

他発電設備各所において地震によるズレ、破損等はありますが、既に修復作業を進めており、運転再

開時期に及ぼす影響はないものと考えております。 

 

２． 再稼動の時期 

現時点において、運転再開時期は2019年３月初旬頃を見込んでおります。弊社といたしましては、早

期の再稼動に向けて引続き鋭意努力してまいります。 

 

３． 業績への影響 

当社連結業績に与える影響につきましては現在算定中です。判明次第、速やかに開示いたします。 

 

以上 


